
 

平成２６年度 三重県教育改革推進会議 第２回第１部会 事項書 

 
日時：平成２７年１月１６日（金） 

１３：３０～１６：００ 

場所：プラザ洞津「末広の間」 

 

 

 

１ 挨拶 

 

 

 

 

 

２ 「次期三重県教育ビジョン（仮称）」について 

 

（１）重点取組方針（仮称）について 

  

 

  

 

（２）施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜配付資料＞ 

 資料１ 三重県教育改革推進会議 意見概要（第１回第１部会） 

資料２ 三重県教育改革推進会議 審議スケジュール 

資料３ 次期三重県教育ビジョン（仮称）の審議にかかる重点取組方針及び施

策シート 



番号 施策名 ご意見

1
学力については、知識・技能を活用する力など、子どもたちに育成すべき力を

明記するべきである。

2
学力が発揮されるためには、子どもたちが自信や意欲、高い志をもつことが不

可欠であり、それらを育んでいくことも大切である。

3
子どもたちが自ら課題を見つけ、学んでいくためにも、基礎的・基本的な知識

の定着は欠かせないものである。

4
子どもたちに「学ぶ喜び」「わかる楽しさ」、達成感を与えるのが教育の本来

の目的である。

5
子どもの学習支援や若手教員の指導のために、退職教員をもっと活用すべきで

ある。

6
  全国学力・学習状況調査は、あくまで現状把握の手段として活用すべきであ
る。

7
格差社会の中で、子どもたちの教育の機会を保障し、学力格差を解消していく

ことは重要な課題である。

8
鈴鹿市では、外国人児童生徒のために、ルビを振った教科書やリライト教科書

を教材としており、効果を上げている。また、日本語能力を判定する「バンドス
ケール」も有効である。

9
外国人児童生徒の学力向上や進路保障のためには、保護者の意識を変えていく

ことも大切である。

10
グローバル化の先進国であるシンガポールでは、グローバル教育の本質は、英

語力の向上ではなく、多様性を認めることや、課題を解決する能力と捉えている
ことから、このような視点を入れることが重要である。

11
文法的な誤りを恐れず、外国語によるコミュニケーションに挑戦することの大

切さを教えていくべきである。

12
グローバル人材は、自ら発信しようとする力が特に必要である。また、話す内

容も重要であることから、自分のことや地域のことを良く知ることが重要であ
る。

13
グローバル人材の育成には、子どもたちが留学やホームスティをして、外国を

知ることが効果的である。

三重県教育改革推進会議 意見概要 (第１回第１部会）

グローバル人材の育
成

学力の育成

外国人児童生徒教育
の推進

資料１ 

－1－



番号 施策名 ご意見

三重県教育改革推進会議 意見概要 (第１回第１部会）

14
子どもたちに何のために学ぶのか、学ぶことの大切さを教えていかないと、子

どもたちの学びや学力の向上につながらない。

15
幼小中高等学校の校種間で連携したキャリア教育をより充実させていくべきで

ある。

16
次期ビジョンは１０年先を見据えた計画であり、ＩＣＴの分野は変化が激しい

ことから、今後も教育環境が常に変わっていくことを前提に考えていくべきであ
る。

17
タブレット端末等のＩＣＴを活用した授業を進めるためには、教員がＩＣＴを

活用した授業のイメージをもつことが大切であり、そのような研修が必要であ
る。

18
情報化が進むと、基礎基本がおろそかになったり、考える力が低下する恐れが

あることから、子どもたちにそういう力をしっかり育てていかなければならな
い。

19
幼児教育は、学力格差の解消に向けて重要であり、幼児教育と保育を一体的に

推進していく姿勢が必要ではないか。

20
幼稚園は幼児期の教育センターの役割を果たしており、保護者への支援や相談

機能の充実が期待される。

21
教員の採用にあたっては、小中連携教育の充実や少子化に伴う学校の小規模化

を見据え、小中学校両方の免許や複数教科の免許を持っている人を一定数採用す
ることを検討していくべきではないか。

22
教員の採用にあたっては、子どもたちのグローバル力や課題解決能力が育まれ

るよう、高等学校の専門学科におけるゼミナール形式の授業等も想定し、博士号
取得者を採用していくことを検討してはどうか。

23
教員採用にあたっては、三重の教育の課題である子どもたちの課題解決力を育

むことなど、重視する教育の観点を示して、人物を採用してはどうか。

24
教員が出身地域の学校に配置されるようにすると、地元三重で教員になろうと

する人が増えるのではないか。

25
発達障がいの子どもが増えていることから、すべての教員が特別支援学校教諭

免許や特別支援教育の知識をもっていることが望ましい。

26
先進地視察や研修等は、教員だけで行うのではなく、他業種の人も参加して行

うと効果的である。

27
誰にでもわかりやすい授業、ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の授業を推進して

いくべきである。

28
（再掲）タブレット端末の活用に関して、教員にタブレット端末を活用した授業
のイメージをもたせられるような研修を行うことが重要である。

教職員の資質向上と
コンプライアンスの
推進

キャリア教育の充実

情報教育の推進と
ＩＣＴの活用

幼児教育の充実

－2－



番号 施策名 ご意見

三重県教育改革推進会議 意見概要 (第１回第１部会）

29
小学校においても教科担任制を推進することは、教職員の多忙化解消だけでな

く、多くの教員とかかわることで子どもたちにも良い影響があると思われる。

30
教職員の多忙化の実態をよく把握したうえで、家庭科や体育、部活動などにお

いて外部人材の活用を考えるべきである。

31
家庭科実習のサポートをボランティアにしていただくなど、ボランティアの力

を活用していく方法を学校はもっと考えていくべきである。

32
学校に求められる役割が複雑・多様化していることから、カウンセラーやコー

ディネーターなどの外部の多様な職の方が学校に関わり、支援する体制づくりが
必要ではないか。

33
子どもたちの多くが放課後を学童保育所で過ごすようになっており、学童保育

所のあり方の検討や、家庭を支援していくことが必要である。

34
子どもたちのまわりの大人たちが、子どもの教育についての話し合う姿を見

て、子どもは学ぶ姿勢（学習習慣や生活習慣を含む）を身につけていくのではな
いか。

35
その他
（全般）

次期教育ビジョンが教育現場における取組の指針となるよう、ビジョンに具体
的な方策を盛り込めるとよいのではないか。

家庭の教育力の向上

開かれた学校づくり

教職員が働きやすい
環境づくり

－3－
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三重県教育改革推進会議 審議スケジュール 
■平成 26 年度 

第１部会 第２部会 

【11/5】 

○施策の検討 

「学力の育成」 

「外国人児童生徒の教育の充実」 

「グローバル人材の育成」 

「キャリア教育の充実」 

「情報教育の推進とＩＣＴの活用」 

「幼児教育の充実」 

「教職員の資質向上とコンプライアンスの

推進」 

「教職員が働きやすい環境づくり」 

【10/27】  

○施策の検討 

「特別支援教育の推進」 

「文化芸術活動・読書活動の推進」 

「郷土教育の推進」 

「体力の向上と学校スポーツの推進」 

「防災教育・防災対策の推進」 

「子どもたちの安全・安心の確保」 

「いじめや暴力のない学校づくり」 

「学びのセーフティネットの構築」 

【1/16】 

○重点取組方針の検討 

「学力の向上」 

「グローカル人材の育成」 

○施策の検討 

「学校の特色化・魅力化」 

「開かれた学校づくり」 

「学校施設の充実」 

「家庭の教育力の向上」 

「地域の教育力の向上と社会教育の 

推進」 

「文化財の保護・継承・活用」 

【1/15】 

○重点取組方針の検討 

「特別支援教育の推進」 

「学校スポーツの充実」 

「誰もが安心できる学び場づくり」 

○施策の検討 

「人権教育の推進」 

「道徳教育の推進」 

「環境教育の推進」 

「健康教育の推進」 

「食育の推進」 

「居心地の良い集団づくり（不登校等 

児童生徒への支援）」 

「高校生の学びの継続（中途退学への 

対応）」 
※「三重県特別支援教育推進基本計画 

（仮称）」最終案の検討 

全体会 【2/4】 

○次期三重県教育ビジョン（仮称）の骨格案について 

（基本理念、重点取組方針、基本施策･個別施策） 

※「三重県特別支援教育推進基本計画（仮称）の最終案について 

 

■平成 27 年度（予定） 

第１部会・第２部会 【4～5 月頃】  ※1～2 回程度 

○施策の検討 (想定される取組、施策目標について) 

○重点取組方針（仮称）の検討 

全体会 【6～7 月頃】  ※2 回程度 

○中間案の検討 

 

○中間案パブリックコメント実施 （10 月頃） 

○最終案の検討 （全体会開催 11～12 月頃） 

○ビジョン決定 （３月） 

資料２ 

 



 

 

 

 

 

次期三重県教育ビジョン（仮称）の審議にかかる 

重点取組方針及び施策シート 

（第２回第１部会審議分） 

 

 

【重点取組方針】 

「学力の向上」 ..................................... 2 

「グローカル人材の育成」 ........................... 4 

 

【施策】 

「学校の特色化・魅力化」 ........................... 7 

「開かれた学校づくり」 ............................. 8 

「学校施設の充実」 ................................. 9 

「家庭の教育力の向上」 ............................ 10 

「地域の教育力の充実と社会教育の推進」 ............ 12 

「文化財の保存・継承・活用」 ...................... 14 

資料３ 



基本施策 施策

学力の育成

特別支援教育の推進

外国人児童生徒教育の充実

グローバル人材の育成

キャリア教育の充実

情報教育の推進とＩＣＴの活用

幼児教育の充実

人権教育の推進

道徳教育の推進

環境教育の推進

文化芸術活動・読書活動の推進

郷土教育の推進

健康教育の推進

食育の推進

体力の向上と学校スポーツの推進

防災教育・防災対策の推進

子どもたちの安全・安心の確保

いじめや暴力のない学校づくり

居心地の良い集団づくり（不登校児童生徒への支援）

高校生の学びの継続（中途退学への対応）

学びのセーフティネットの構築

教職員の資質向上とコンプライアンスの推進

教職員が働きやすい環境づくり

学校の特色化・魅力化 ★

開かれた学校づくり ★

学校施設の充実 ★

家庭の教育力の向上 ★

地域の教育力の向上と社会教育の推進 ★

文化財の保存・継承・活用 ★

※施策の順番については仮置き

合計 ２９施策

５ 信頼される学校づくり
（５施策）

６ 多様な主体による教育の
推進と文化財の保護
（３施策）

１ 確かな学力と社会への
参画力の育成
（７施策）

２ 豊かな心の育成
（５施策）

３ 健やかな体の育成
（３施策）

４ 安全で安心な教育環境
づくり
（６施策）

【参考】次期三重県教育ビジョン（仮称）の構成 

 

第１章 基本的事項 

第２章 総論 

１ 教育を取り巻く社会の変化 

２ 本県の子どもたちと教育環境の現状 

３ 基本理念（「三重の教育宣言（仮称）」） 

４ 重点取組方針（仮称） 

①学力の向上 ★      ②学校スポーツの充実    ③グローカル人材の育成 ★ 

④特別支援教育の推進   ⑤誰もが安心できる学び場づくり 

５ 基本施策 

第３章 各論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 ビジョンの実現に向けて 

 

・第１部会で審議していた

だく施策及び重点取組方

針（仮称）に網掛け 

・今回審議していただくも

のに★印 
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③ 保護者の相談機能の充実 

  ・幼稚園、保育所における教育・子育て相談機能の充実 

  ・保護者同士の交流の機会創出 

④  仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）の促進 

⑤ ライフプラン教育の推進 

 

【この施策の論点】 

（論点）家庭における子どもたちの学習習慣や生活習慣の確立を促進するために、

県ができることは何か。 
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【この施策の論点】 

（論点）学校教育と連携して、文化財を用いて、子どもたちの郷土愛を育成して

いくために、どのような取組が必要か。 


